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〔目的〕学生の基礎的調理技術は、調理や生活体験の稀薄さに伴い、年々低下している。切る操作

などの調理技術は反復練習によって身につくものが多く、学生の調理経験が減少化にある今 日、授

業時間内で技術の経験不足をいかに補っていくかが問題となる。本研究は学生の調理に対する意識

を高め、調理技術を身につける必要性を感じさせることを目的とし、在学２年間における基本調理

操作の進歩と学生の意識との関連を検討した。〔方法〕本学学生（19  9 5 年度入学生・19  9 6 年

度入学生計2  4 2 名）を対象とし、刃物取扱い操作（りんごの皮むき・大根のせん切り）の技術調

査を１年次４月、９月、１月、２年次４月、９月、１月の計６回実施した。計測項目は皮の長さ、

皮の厚さ、皮の数、せん切りの本数である。その結果と意識との関連を検討するために１年次と２

年次の１月には意識調査を行った。〔結果・考察〕技術調査は平均から見ると、入学時から卒業時ま

で皮の数と厚さは顕著な進歩は見られないが、初回記録の悪い学生グループの伸び率は高かった。

りんごの皮の長さは調査時により記録の変動はあるが最終値は記録の向上が見られ、大根のせん切

りが調査項目のなかで最も記録が進歩し、切る操作は繰り返し行うことが技術の向上につながるこ

とが示された。意識調査では各項目の計測値のよいグループと悪いグループの意識の差は見られず、

今回の調査では意識の違いによる記録の差はなかったが、りんごの皮が長い（６０ｃｍ以上）グル

ープの半数以上は負けず嫌いの性格であると答えており、上達にこだわる性格がよい影響を及ぼす

ことが推測された。また家庭での調理回数の多いグループほど技術の向上が見られ、調理の機会を

増やす必要性が示唆された。
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(目的) 裁縫教育史の源流のーつに、女紅場の存在がある。明治初年、女紅場は各地に設

立されたが、本発表では勧業的要素の強い仙台女紅場を取り上げ、その成立背景、教師・

生徒数、年齢、学科内容、製作品などを資料から解明し、他地域の勧業女紅場と比較する。

(方法) 資料として｢宮城餌國史｣、｢宮城県庁文書｣、｢明治年間府県統計書集成｣、奥羽 日日

新聞( 以上宮城県立図書館蔵) 、『文部省年報』等をあわせて用いた。

(結果)ｲ 山台女紅場は、明治12 年１月梅津教知の私邸に設置されたことに始まる。梅津教

知の妻照子は、女紅場設立以前から女教院とい う名の神道系女子教育機関の教導職を務め

ていたが、女紅場設立後は裁縫教師を兼務した。明治時代の裁縫教育の二大先覚者の一人

朴沢三代治の教え子達が裁縫教師を務めているため、仙台女紅場の裁縫科は朴沢の教授法

の影響を受けたと考 えられる。『文部省年報』に仙台女紅場が登場する明治16 年当時、仙

台の女子教育機関としては女紅揚の他に、朴沢の松操私塾、形管私塾があった。同女紅場

では、機織科と裁縫科の二科が置かれた。運営費には、学費の他、機業揚の収益金を充て

た。製作品は、装飾品ではなく生活に密着した実用的な物を作り、実生活に即役立つ教育

であった。生徒は、約140 人のうち13～16歳が90% 以上を占め、全員が仙台区内の出身者で

あった。その他、生徒・教員数の推移や卒業生の数、裁縫製品の料金、併設する梅津機業

場の運営状況との関連を資料から解明した。同じく勧業女紅場である新潟女紅場と比較す

ると、教師に対する評価、製作品等に相違点が見い出された。
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